
「特許情報と市場情報による 
発明の評価」（その３） 
－電動歯ブラシを事例として－ 

 
第９回日本TRIZシンポジウム 

知財創造研究分科会 
長谷川 公彦、片岡 敏光、鈴木 茂 

竹内 望、永瀬 徳美、正木 敏明、石原 弘嗣  

（ｃ）2013 知財創造研究分科会 



項 目 内 容／代表的なキーワード 

機能、性能 
（誕生期） 

速度、正確度など、製品本来の機能または用途と関連した属性の改善 

強度、速度、力、トルク、寿命、軽量化 

効率 
（成長期） 

仕事、作業のはかどり具合など、資源・財の配分について無駄の排除、減少 

自動化、制御性、一貫性、機能効率、能率 

信頼性 
（成長期） 

製品の故障率の低下、製品の寿命を延長させるための特定部分、要素、部品な
どの構造や機能性の改善 

製造精度、測定精度、検出精度、ロバスト性（強靱性）、安全性、安定性 

利便性 
（成熟期） 

便利機能や付加的な新機能の追加、または便宜性を向上させるための特定部
分、要素、部品などの構造や機能性の改善 

適用性、両立性、接続性、操作性、携帯性 

多様性 
（成熟期） 

多品種少量生産の実現に有利な製品構造の改善、新たな生産方法または個別
固定などの改善、製造設備や検査設備などの改善 

汎用性、見かけ、美観、個別化 

価格 
（衰退期） 

生産効率を向上させるための製品構造の改善、収率（良品率）、特定部分、要素、
部品などの構造改善、新たな生産方法または個別工程などの改善、製造設備
や検査設備などの改善 

コスト削減、製造性、生産性、初期投資、運転コスト、流通コスト 

課題を分類するためのキーワード一覧 
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機能・性能 

効率性 

信頼性 

利便性 

多様化 

価 格 
進化パターン 進化パターン 進化パターン 

機能開発 機能開発 機能開発 機能開発 

特許出願時期 vs 発明の目的 のグラフ 

Ｐ社電動歯ブラシの課題の変遷 
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Ｐ社電動歯ブラシの進化 

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
発売時期（西暦年）

EW1000
リニア駆動による音波振動

EW1011,1012,1013
フロート歯ブラシ付き

EW1023,1024
ﾀﾃﾖｺﾅﾅﾒﾏﾙﾁｱｸｼｮﾝ

EW1021,1022
山切りブラシ付き

EW1031,1032
押し当てすぎ防止

EW1033,1034,1035
押し当てすぎ防止

EW1036,1037,1038
ｿﾌﾄ･ﾏｯｻｰｼﾞﾓｰﾄﾞ

EW1040
子供用

EW1044,1045
ﾘﾆｱﾓｰﾀｰ＋ｲｵﾝ

EW1160
軸回転磨き

EW1062,1063
ｽﾘﾑ・ﾍﾟﾝグリップ

EW1046
ﾘﾆｱﾓｰﾀｰ＋ｲｵﾝ

EWDS11
ﾎﾟｹｯﾄﾄﾞﾙﾂ

EWDS12
ﾎﾟｹｯﾄﾄﾞﾙﾂ

EWDS12-KD
ﾎﾟｹｯﾄﾄﾞﾙﾂｷｯﾄﾞ

EWDS14
男性向け・ﾌﾟｯｼｭSW

EWDS13
女性向け・回転SW

EWDS15
ﾌﾞﾗｼ背面舌ﾌﾞﾗｼ

EWDS16
男性向け・1.5cm長い

EWDS32
乳歯用

EWDS23
ｽﾃｲﾝｹｱ

EWSA10
ｱﾙｶﾘ乾電池

EWSA20,40
ｽﾘﾑ・山切りﾌﾞﾗｼ

EWDE20,40
ｲｵﾝ1.5倍
ﾀﾞﾌﾞﾙｴｯｼﾞﾌﾞﾗｼ

EWDE21,41
歯茎に刺激
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Ｆ社の課題の変遷 
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Ｆ社の電動歯ブラシの進化 
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Ｏ社の課題の変遷  

1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

効率性 

信頼性 

利便性 

多様化 

価 格 

機能・性能 

A 1                               
B 1                               
C     1                           
D     1                           
E       5 1                       
F       5 1                       
G       2                         
H       1                 4 4     
I                         6 12 1 3 
J                         7 4     
K                         3 2     
L                           4     
M                         2       
N                         2       
O                               1 
P                               1 
Q                             1   
R                               1 
S                             1   
T                         1       
U                           1     
V                               1 
W                               1 
X                             1   

発

明

者 

オムロン ヘルスケア 
設立 

歯垢除去 振動抑制 

防水 

不快振動低減 

ブラシ角制御 

構成 
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上位4社の市場占有率の変遷 
価格.COM 情報 
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逆転の理由は何か？ 



歯磨き粉の市場規模拡大戦略とＰ社の戦略 
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世帯数が増える

歯磨き粉（チューブ
入り）の単価を下

げる

一世帯当たりの年
間購入本数が増

える

一回当たりの使用
量の増加

使用頻度の増加

一世帯当たりの年
間の使用本数の

増加

需要＜供給

需要＞供給

家庭内在庫が増
える

家庭内在庫が減
る

歯磨き粉の購入
本数を減らす

家庭用歯磨き粉
の市場規模拡大

歯磨き粉の購入
本数を増やす

新しい価値の提
案：昼磨き（Ｐ社）

新しい価値の提
案：液体歯磨き（

Ｐ＆Ｇ）

新しい顧客
価値の提案 



Ｐ＆Ｇの戦略 
参考：「戦略思考のフレームワーク」、西村行功著、東洋経済新報社発行 
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電動歯ブラシ「オー
ラルＢ」の製造販

売

ブラシの交換時期
を知らせる

ブラシの交換頻度
が増える

交換ブラシの売上
が増える

電動歯ブラシの使
用継続（買替）

ブラシの毛先が摩
耗する

ブラウンの買収

Ｐ＆Ｇ

クレスト（歯磨き
粉）ブランドの活用

クレスト・スピンブラ
シ（乾電池式電動
歯ブラシ）を上市

独占禁止法
クレストブランドの乾
電池式電動歯ブラシ
事業を他社へ売却

充電式電動歯ブ
ラシ事業の開始

充電式電動歯ブ
ラシ事業の継続

好調な売上

ブラウン

使用量が一定量を
越えると毛先の色が
変わる（青→白）



Ｆ社の流体滴ジェットシステム 

11 
（ｃ）2013 知財創造研究分科会 

公報番号 特開２０１１－１４７８２８ 出願人（権利者） ｺｰﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ ｴﾇ ｳﾞｨ 

発明の名称 洗浄のための流体滴ジェットシステム 対応商品 ソニックケアー エアーフロス 

引用文献 特開2003-325556号、特開2001-198145号、ＷＯ国際公開094008533、ドイツ特許公告008620898、スイス主
及び追加特許000508396 

発明者（数） ホッテンボス バルト他（８名） 共同出願人（数） 

審査記録 特許願：差出日(平23.5.11)、出願審査請求書：差出日(平23.5.23)、拒絶理由通知書：発送日(平24.11.20)、意
見書 ：差出日(平25.2.20)、手続補正書：差出日(平25.2.20) 

登録記録 

代表図面 要約または発明ダイヤグラム 

１１：流体、１２：空気管、１４：水入口管、１６：ポンプ、 
１８：ノズル 

洗浄のための
流体滴ジェッ
トシステム

流体の供給源

選択された口腔面領
域を洗浄するために
流体滴のストリームを
方向決めするための

方向決め部材

５ミクロンを超える
直径を持つとともに
２０メートル／秒を
超える速度を持つ

流体滴

使用者の歯又は周り
の組織に対する不快
感又は損傷無しに口
腔面領域から歯垢を
除去するのに十分な洗
浄効果を発生させる

少なくとも約３×１
０の３乗ニュートン・
メートル－２乗の
合成の特定運動
量を持つ流体滴

流体から個別の
流体滴のストリー
ムを生じさる流体

滴生成器

使用者に対する大き
な不快感及び歯肉
への損傷が生じるほ
どの大きさの流体圧

を必要としない

液体（通常は水）
が少量である

流体滴の小さい大きさ
は、食べ物の残りかす
及び細菌によって生じ
るステインが蓄積しが
ちである、歯の非常に
小さい間隙の効果的

な洗浄を生じる



電動歯ブラシに関するアンケート結果 
アンケート対象人数：５６名（利用者：１２名、未利用者：４４名） 
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磨き残しがある

取り扱いが面倒で
ある

ブラシの毛の堅さ
の選択肢が少ない

筐体が太くて、収
納場所が限定さ

れる

交換ブラシの値段
が高い

本体とブラシの接
合部が汚れやすい

重い

持ち手が太くて奥
歯が磨きにくい

充電器の電源コー
ドが邪魔になる

手に伝わる振動が
嫌い

手動の歯ブラシに
比べて不自然な
姿勢が要求される

歯磨きの場所に応
じて振動の強さが
調整できない

「電動歯ブラシのここが嫌い」 
ひとりでに歯磨きを
してくれる歯磨き

具

歯磨きを不要にす
る口腔内健康器

具

歯間、歯肉、舌も
磨ける歯ブラシ

口腔内の健康診
断をしてくれる健

康具

水を使わないで済
む歯ブラシ

癒してくれる（音楽
が流れる）歯ブラシ

どこでも使える歯ブ
ラシ

咥えるだけでは歯
磨きをしてくれる歯

磨き具

気持よくなる歯ブラ
シ

楽しくなる歯ブラシ

歯石を除去できる
歯ブラシ

振動を弱めること
で、歯肉をマッサー
ジできる歯ブラシ

口に含むと光触媒
の作用で歯磨きが
できる歯ブラシ

汚れを感知して集
中的に磨いてくれ

る

歯茎の腫れを感
知して、指導や治
療をしてくれる

ステインを感知し
て、積極的に磨い

てくれる

歯ブラシの毛だけ
が交換できる

歯磨き習慣を指
導してくれる

生活を応援してく
れる（好きなタレン
トの声で）歯ブラシ

手で持たなくてもよ
い歯ブラシ

診断結果を時系
列で把握できる

老人の見守りがで
きる歯ブラシ

歯磨きポイントを
教えてくれる歯ブラ

シ

「こんな電動歯ブラシが欲しい」 



「磨き残しがある」問題の状況 
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歯間についた歯垢
が取り除けない

虫歯や歯周病を
引き起こす

歯間から歯垢を強
制的に取り除く

歯と歯の間にデンタ
ルフロスを挿入して、
歯の側面を擦りなが
ら上下に動かす

鏡で清掃箇所を確
認しながら操作する

歯肉を傷つける

面倒で時間がかか
る

音波振動式の電
動歯ブラシによる

歯磨き

歯ブラシによる手
動の歯磨き

歯間ブラシによる
清掃

奥歯は内側と外
側の両方から挿入

して清掃する

歯と歯の隙間に応
じたサイズのものを

選択する

隙間が小さいとブ
ラシが挿入できな

い

デンタルフロスを使
用する

隣り合う歯と歯の
間（歯間）が磨け

ない



システム進化の法則によるアイデア創出 
参考：Directed  Evolutionソフトウェア（ｱｲﾃﾞｨｴｰｼｮﾝ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ社） 
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柔軟性の増加 

制御性の増加 

複雑化 
組合せ 

簡素化 
分割 

非対応 対応 

階層化 

ミクロ化 

Ｂ．柔軟性と制御性の増加 

Ａ．理想性の向上 

Ｄ．人間関与の減少 

進化の諸段階 Ｃ．要素の不均衡進化 Ｅ．複雑化後簡素化 

Ｇ．ミクロ化と階層化 

Ｆ．要素間の対応と非対応 

資源の活用度の向上 
物質の相変化 

エネルギ活用の高度化 

進化の限界の矛盾排除 



アイデアの概要 
口腔ケア
一般 

歯ブラ
シ一般 

電動歯
ブラシ
のみ適
用可 

ブラシ
部改善 

握り部
改善 

画像処
理技術 

機能等
の付加 

 人、   
 磨き方、 

感覚 

６段階進
化項目 

システ
ム進化
法則 

評価/5
段階 

#25. 磨き残し（清掃漏れ）の有無が確認できる映像を表示し、記
録を残す 

○ ○       ○ ○ ○ 信頼性 Ｂ 5 

#26. 噛む歯ブラシが歯間の清掃も行い、磨き残し（清掃漏れ）の
有無が確認できる映像を表示し、記録を残す。 

○     ○   ○ ○ ○ 
機能、信頼

性 
Ｃ、Ｄ、

Ｂ 
5 

#27. 使用直後の噛む歯ブラシを検査装置に入れることで、口腔内
の健康状態を診断することができる。 

○ ○       ○ ○ ○ 
機能、信頼

性 
Ｃ、Ｄ、

Ｂ 
5 

#31. 歯ブラシの位置の映像を歯磨き前の映像と重ね合わせる   ○   ○   ○ ○ ○ 機能、効率 Ｂ 5 

#1. 歯ブラシの頭部にカメラを備える ○ ○   ○   ○ ○ ○ 機能、効率 Ｂ、Ｇ 4 

#10. 歯磨きしている間、好きな音楽が流れる ○ ○         ○ ○ 多様性 Ｆ 4 

#14. 歯磨きする場所毎に最適なブラシの向きと動作方向に変わる   ○ ○ ○   ○ ○ ○ 
効率、多様

性 
Ａ、Ｂ 4 

#17. テレビを見ているときに、画面に「歯磨きの時間です」とい
う案内を表示させる 

○ ○       ○ ○ ○ 利便性 Ｆ 4 

#2. 鏡にカメラで捉えた映像を映し出す ○ ○   ○   ○ ○ ○ 機能、効率 Ｂ 4 

#24. 口腔内ロボット掃除機（噛む歯ブラシ（参考：ローリーブ
ラッシュ）） 

○ ○ ○       ○ ○ 機能、効率 
Ｃ、Ｄ、

Ｇ 
4 

#11. 把持部のみに逆の振動を与える   ○ ○   ○     ○ 機能 Ｆ 3 
#28. 使用後の噛む歯ブラシは水洗いした後に、薬液が入った収納
容器に収納しておくことで、必要な資源の補給を行うとともに清潔
に保たれる。 

○ ○   ○     ○ ○ 信頼性 Ｂ 3 

#3. 自分側から見た映像を映し出す ○ ○   ○   ○ ○ ○ 
機能、利便

性 
Ｂ 3 

#30. 歯磨きの前に歯の汚れの状態をカメラで撮影しておく ○ ○       ○ ○ ○ 機能、効率 Ｂ 3 

#44. 最適な毛先の動き、首振りの状態を記憶して、次回にその動
きを起こさせる 

    ○ ○     ○   機能、効率 Ｂ 3 

#22. 歯ブラシのヘッド部分にヒータを組み込んで、温度を調整し
て毛の硬さを調整する 

○ ○   ○     ○ ○ 
性能、利便

性 
Ｂ、Ｆ 2 

#23. 毛先の温度調整ができると、歯茎のマーサージ効果も促進で
きる 

○ ○   ○     ○ ○ 
性能、利便

性 
Ｂ、Ｆ 2 

#39. 1本1本の毛がランダムに動く歯ブラシ ○ ○ ○ ○     ○   利便性 Ｅ 2 

#40. 毛をウニの足のように動かす ○   ○ ○     ○   利便性 Ｅ 2 

#41. 複数の毛が動くことで振動を相殺する ○   ○ ○     ○   利便性 Ｂ 2 

#42. 歯ブラシホルダーに毛の再生装置を設ける   ○   ○     ○   機能、効率 Ｂ 2 

#8. 汚れた歯の表面に汚れを吸収するジェル状の膜を塗布し、所定
時間後に膜を剥がすことで、汚れを落とす 

○ ○             
効率、多様

性 
Ｅ 2 

#35. 口腔内の色による健康診断 ○           ○ ○ 例便性 Ａ 1 

#46. 歯間清掃用の帯状体（電動） ○               効率 Ｆ 1 

#5. 歯を白くする気体、電磁波噴射方式 ○ ○   ○     ○   機能、効率 Ａ、Ｆ 1 

#6. 手に持たないでも歯磨きができる歯ブラシ   ○     ○     ○ 利便性 Ａ、Ｅ 1 

創出された主なアイデアと分類 



研究成果と今後の検討課題 

【今回の研究成果】 
 １．前回までに設定した「課題の分類キーワード」をもとに、主要４企業毎の発明と 
   商品の課題の推移を分析し、その対応関係を明らかにした。 
 ２．発明と商品の課題の推移とシステムの進化の法則性を利用して、将来の技術 
   動向を予測し、次世代に向けた新たな課題を提案した。 
 ３．次世代に向けた新たな課題を実現する手段は、 
   （１）現状品の有害機能を排除、軽減、防止するアイデアと 
   （２）現状品にはない新たな有益機能を得るアイデアと 
   の二種類のアイデアを提案した。 
【今後の検討課題】 
 １．過去３年かけて、電動歯ブラシの特許情報と市場情報を対比し発明の市場での 
   有効性を検証した。その結果、市場で優位な立場にある企業は、発明を経営に 
   有効活用していることが確認できた。 
 ２．技術が人の幸福追求のための手段であるならば、技術の創造手法であるTRIZ 
   と技術成果を保護する特許制度が今以上に有効活用されるべきである。 
 ３．TRIZと特許業界に不足しているのはマーケティングの発想であり、今後TRIZ、 
   特許を活用したマーケティング手法と、TRIZ、特許のマーケティングについての 
   研究が必要であろう。 

（ｃ）2013 知財創造研究分科会 
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